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また、この「常用漢字表Jの音訓は、 「特別なものか， 又は用法のごく狭いものJを i1字下
げ」で示している(i常用漢字表Jの 「表の見方及び使い方J、参照)。
この1字下げされた音141例に限って、上の音種を区別すると、下のようになる。




































































沼本克明 『日本漢字音の歴史的研究~ (1997年、汲古書院)は、高山寺蔵『新訳華厳経音義』 ・同
『貞元華厳経音義』から漢音形を含む語を六五例抜き出し、反切に依る漢音形の混入が有った
刊行会編 『日本研究言語と伝承角川書庖』、1989年12月)、同 「文体要素としての漢字音」



































調査団、 2∞6年3月、 pp.241一部0)、同「高山寺新訳華厳経音義と宋版大蔵経J( ~平成二十五年度高山寺典籍
文書綜合調査団研究報告論集』、高山寺典籍文書綜合調査団、 2014年3月)。



































































輸税(、H <戸鋭反)( w音義~ 52.7) 輸(上)税(上)(寛喜点巻二十八B47)










クヰ 4ム ヱイヘf レf チヤヲ レf
量出i其(第一三紙16行目) 敷(半)差出l(三1) 墜山盛山(-8) 盆以津(人)(四17) 霊山i香
タク 卜ワ['三ワ サウ七ツ タ勺
(六31) 岐 (附、呼平判↓ド怜Jサ)運込以l(一9二10) 園iι以叫よ半埠i正β♀i戦(円、ヰ中川十十ドr仁今
6θ ) L出ム必i香(ト一六lω3劫) 悦畳ム以以iメ(ト一六3抑Oω) 盟辿以i人(ト一二2包初1) 墾斗出i県奥(けl今Jバ(一二2おm
通番2168乙種写経『大方広仏華厳経』巻第十七





輩出講(ヰι)(巻第67) 霊出瑞(斗倒)(巻第72) 盤以揮(人)(巻第76) 盤以i彼(巻第51)
加点字翻刻並びに分韻表J( r鎌倉時代語研究J21、1998-05)に依る。
9)一方、 「表Jは、延裏モウ(平)(莫句反)( w音義~ 41.5)延(干)エン表(判モウ(寛喜点巻二十二日0・81巻七十五
214)・延(締翠朱半)エン衷ム(幼虫公19モウ(巻三十三寛喜点、17)と、 呉音の加点、である。平安初期で、は漢音形で、あった
ものが、鎌倉時代には呉音形になっている。
10)築島裕 「正倉院聖語蔵経巻調査報告(一)一奈良時代書写の華厳経について一m付論iJ ( r南都側教」第八







量tl':盗ll~轍(判明)(巻第67) 些満(巻第75) 牽(去)駆体温l(向上) 盟主斗i布(同上) 題出迎髪(人)
フウヰヤウ Lイ ホウ
(向上) 喜題ヰ盟(向上) 轟山詠 (，V)(向上) 巌塵ω(同上) 開宣μ(向上) 盛山人(同上)






段(ギ)霊山(f→四10) 琵ω進(卜五14) 群差出2(十12) 機(1.)盟m(十一18) 立己』奏
(ず)(十A三26)
通番2152乙種写経『大方広仏華厳経』巻第十四(貞永二年 (1233)校合奥書)
蔭(ォ且以(四13) 岐(半)輩出(四17) 化宣μ(十お) 登半摩(人)(十二27) 題ヰ組員(U
カ [_:- "'r i 
(十六17) 雄山盤思視IL市}主出2(十七13)
通番2192乙種写経『大方広仏華厳経』巻第二ト八
~ 1ウ ケリ〆イワ サイ
里民21m(畑)(五4) 勧塾ぷ(一15) 教塾1;)(五23) 寛(半)宜出(三25) 之ω能(ギ)(三6・











華厳経音読において、 「僅・観」の漢音形キンは、 「僅(平)其u濁)j r観(半)謁(人軽)j r観(半)仰(、ド























11)このことは、複木久蒸 「字音直読資料としての高山寺蔵寛喜元年識語本新訳華厳経 : 漢音系字音の混入
についてJ( r鎌倉時代語研究Jお 2∞0年10月)において、すでに指摘されている。ただしこの論文で
は、新訳華厳経のす・音直読が寛喜JC年(1229年)の加点本から始まるとして、その時点での問題に特定して
いる。本発表は、平安初期の訓読時点からすでにそのようであったこと、並びに、漢音形が宋版反切の影
響によって生じたのではないことを、指摘したものである。
